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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配送伝票をなす領域と、前記領域に延出して設けられた明細書部分をなす領域を少なく
とも備えた１枚目用紙と、
前記１枚目用紙の配送伝票をなす領域及び明細書部分をなす領域の裏面に設けられ、当該
領域と擬似接着剤を介して貼り合わせられる２枚目用紙とからなるラベル伝票において、
前記１枚目用紙の配送伝票をなす領域の裏面側周縁にコの字形のパターン（Ｂ）で粘着剤
が塗工され、
該粘着剤の塗工部に対向する２枚目用紙表面に剥離層が、コの字形のパターン（Ｅ）で設
けられ、
１枚目用紙のコの字型の領域（Ｂ）内側にハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４）が施
され、また１枚目用紙のコの字形の領域（Ｂ）及び該領域（Ｂ）で囲まれた領域（Ｃ）の
隣接部（Ｄ）に、ハーフカット（ａ５、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）が施され、また上記ハ
ーフカットａ４の横で、前記隣接部（Ｄ）に折り線（ｄ１）が施され、該折り線（ｄ１）
は貼り合わせられた２枚目用紙の対応する位置にも施され、
２枚目用紙のコの字型の領域（Ｅ）内側の周縁にハーフカット（ｃ１、ｃ２、ｃ３、ｃ４
、ｃ５）が施され、
前記隣接部（Ｄ）における折線（ｄ１）とハーフカットｂ１、ｂ２、ａ５で囲まれた領域
に、１枚目用紙の裏面側にパターン（Ｊ）で粘着剤が塗工され、
該粘着剤の塗工部に対向する２枚目用紙表面に剥離層が、パターン（Ｋ）で設けられ、
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１枚目用紙のハーフカットｂ１、ｂ３で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面に、強接
着剤がパターン（Ｌ）で設けられ、
また１枚目用紙のハーフカットｂ２、ｂ４で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面に、
強接着剤がパターン（Ｍ）で設けられ、
２枚目用紙のパターン（Ｋ）で設けられた剥離層に隣接した領域（Ｎ）に強接着剤が設け
られ、
２枚目用紙の剥離層が設けられた領域（Ｅ）と領域（Ｋ）で囲まれた領域（Ｆ）と、２枚
目用紙の強接着剤が設けられた領域（Ｌ）と領域（Ｍ）と領域（Ｎ）で囲まれた領域（Ｇ
）には擬似接着剤が設けられ、
また上記の１枚目用紙の領域（Ｊ）の近傍に対向する２枚目用紙にハーフカット（ｃ６、
ｃ７、ｃ８）が施され、
前記剥離層が設けられた２枚目用紙のコの字形の領域（Ｅ）を１枚目から剥がし、かつ２
枚目用紙の強接着剤が設けられた領域（Ｌ）及び領域（Ｍ）に対応する１枚目用紙が、ハ
ーフカット（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）箇所で分離して、２枚目用紙側に残存し、
１枚目用紙の前記コの字形で囲まれた領域（Ｃ）の隣接部（Ｄ）で、ハーフカットされた
内側の領域（Ｈ）である明細書部分を、前記折り線（ｄ１）の位置で折り返し、
前記コの字形の粘着剤と２枚目用紙と荷物により囲まれて形成される袋の中に、
前記明細書が収納可能であり、
前記明細書が２枚目用紙の裏側に折られることで、明細書に隣接した領域（Ｊ）の粘着剤
が露出されて、明細書が前記の袋の中に収納されて、２枚目用紙の剥離層から剥がれて露
出した粘着剤の領域（Ｂ）及び領域（Ｊ）で、荷物に貼り付けられることを特徴とする明
細書一体型配送伝票。
【請求項２】
　前記のハーフカットａ１、ａ４、ａ２及び折り線（ｄ１）で囲まれた領域（Ｓ）を擬似
接着剤から剥がして、明細書部分を前記の袋から分離して引き出すことが可能であること
を特徴とする請求項１に記載する明細書一体型配送伝票。
【請求項３】
　前記の２枚用紙の領域（Ｆ）内に、コの字型で切取り線（ｄ２）を設けて、前記の袋か
ら明細書部分を引き出しやすくしたことを特徴とする請求項１または２に記載する明細書
一体型配送伝票。
【請求項４】
　前記の１枚目用紙のコの字形で囲まれた領域（Ｃ）内で、ハーフカットａ１、ａ２、ａ
３、ａ４で囲まれた部分に、ハーフカットａ６及び／又はハーフカットａ７が施されてい
て、前記領域（Ｃ）がハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４及びａ６とａ７の少なくと
も１つ）で２分割あるいは４分割され、該分割された部分（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４）が
、明細書一体型配送伝票の２枚目用紙から剥離可能であることを特徴とする請求項１～３
のいずれか一つに記載する明細書一体型配送伝票。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配送伝票と配達して納品する明細書が一体になった明細書一体型配送伝票に
関するものである。さらに詳しくは、納品書などが箱の中に同梱不可能な場合でも、貼付
の際に手間が掛からず、かつ配送に必要な剥離片を剥がしても、明細書などの個人情報を
保護・固定しながら配送でき、その明細書などが配送途中で抜け落ちることがなく、また
明細書を取り出す際は、簡単な方法で取り出せる明細書一体型配送伝票に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の印刷コンバーティング技術やＩＴ化の進歩にともない、宅配事業などに用いられ
ている伝票においては、いわゆる１Ｐａｒｔ式の配送伝票の需要が益々増加している。特
に、通信販売の分野では、顧客からの注文を受けた後、顧客の住所、氏名と注文内容とい
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った情報をデータ化した上で、配送伝票とピッキングリストや納品明細書といった付属帳
票をプリンタで出力している。その後、配送物を揃え確認した上で、配送伝票を貼付し、
宅配業務を行なっている。しかし、配送伝票とピッキングリストや納品明細書といった付
属帳票を別々に出力すると、その後の帳票のマッチング作業が必要となり、負荷も掛かる
上にマッチングミスを犯す危険性もあった。特に、誤配を起こすと当然再配送を行ない謝
罪などの手間がある上に、企業イメージ・信用性の低下に繋がり、昨今の個人情報保護の
観点からは、個人情報の流出とみなされる場合もあるなど、慎重な対応が必要となってい
る。
【０００３】
　このような帳票のマッチングミスを解決する手段として、配送伝票と付属帳票が一体と
なった付属帳票一体型配送伝票も既に開発され、好適に用いられている。この方法では、
付属帳票が配送伝票と一体となっているために、プリンタで印字した後、配送物のピッキ
ングなどの必要な作業が行なわれた後、最終的には切り離して、帳票ごとに処理され配送
される。したがって、帳票のマッチングを行なう必要がないため、誤配の危険性を軽減さ
せるのに有効な手段とされている。また、配送伝票は、住所・氏名などの配送に必要な最
低限の情報のみ表示され、納品明細書などの付属帳票は個人情報保護の観点から、外部か
らは容易に見えないように同梱する必要があるため、梱包前に箱や袋の中に同梱している
場合が多いが、箱や袋が既に封緘されているものなどの理由で同梱が困難な場合があった
。
【０００４】
　この問題の解決手段としては、例えば、特許文献１における配送伝票の一部に袋となる
部分を設け、切り離した納品明細書をその中に入れる方法や、特許文献２、３に記載され
た納品明細書部分を配送伝票の裏側へ折り返して、配送伝票の粘着剤と接触しない加工を
行なった上で貼付する方法などが提案されている。しかし、配送伝票の一部に袋を設ける
方法では、納品明細書を切り離して袋部に封入封緘するのに手間が掛かる上に、荷物に伝
票が密着しているため遊びがなく、明細書も取り出しにくい問題がある。
　また、納品明細書部分を配送伝票の裏側へ折り返して貼付する方法では、糊殺しや剥離
紙の一部を残す方法で納品明細書が粘着剤と接触しないようにしているが、基材が略全面
で１枚しかないために、配送伝票の受領片などの剥離片を剥がすと、納品明細書が露出し
てしまったり、貼付の前に剥離紙や台紙から剥がしながらミシンで台紙をカットし、その
後剥離紙を部分的に剥がして貼付するなどの方法であるため、作業が複雑で大量処理には
不向きであったりした。
【０００５】
　また、この剥離紙の一部を残す方法で納品明細書を折り返して貼付する方法の納品明細
書の取り出し方も提案されているが、剥離片を剥がす際に納品明細書との間のミシン目を
切り離してしまうために、宅配業者によっては、配送先に渡すよりもかなり前の配送途中
で剥離片を剥がす場合があり、納品明細書が配送途中で抜け落ちてしまう危険性があった
。
【特許文献１】特開２００５-２８８９８９号公報
【特許文献２】特開２００１－２４６８８２号公報
【特許文献３】特開２００６－２８１７３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、剥離片を剥がした後でも配送中に納品明細書が抜け落ちないようにする必
要があった。そこで、納品書などが箱の中に同梱不可能な場合でも、貼付の際に手間が掛
からず、かつ配送に必要な剥離片を剥がしても、明細書などの個人情報を保護・固定しな
がら配送でき、その明細書などが配送途中で抜け落ちることがなく、また明細書を取り出
す際は、簡単な方法で取り出せる貼付可能であるラベル伝票の明細書一体型配送伝票を提
供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１の発明は、配送伝票をなす領域と、前記
領域に延出して設けられた明細書部分をなす領域を少なくとも備えた１枚目用紙と、
前記１枚目用紙の配送伝票をなす領域及び明細書部分をなす領域の裏面に設けられ、当該
領域と擬似接着剤を介して貼り合わせられる２枚目用紙とからなるラベル伝票において、
前記１枚目用紙の配送伝票をなす領域の裏面側周縁にコの字形のパターン（Ｂ）で粘着剤
が塗工され、
該粘着剤の塗工部に対向する２枚目用紙表面に剥離層が、コの字形のパターン（Ｅ）で設
けられ、
１枚目用紙のコの字型の領域（Ｂ）内側にハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４）が施
され、また１枚目用紙のコの字形の領域（Ｂ）及び該領域（Ｂ）で囲まれた領域（Ｃ）の
隣接部（Ｄ）に、ハーフカット（ａ５、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）が施され、また上記ハ
ーフカットａ４の横で、前記隣接部（Ｄ）に折り線（ｄ１）が施され、該折り線（ｄ１）
は貼り合わせられた２枚目用紙の対応する位置にも施され、
２枚目用紙のコの字型の領域（Ｅ）内側の周縁にハーフカット（ｃ１、ｃ２、ｃ３、ｃ４
、ｃ５）が施され、
前記隣接部（Ｄ）における折線（ｄ１）とハーフカットｂ１、ｂ２、ａ５で囲まれた領域
に、１枚目用紙の裏面側にパターン（Ｊ）で粘着剤が塗工され、
該粘着剤の塗工部に対向する２枚目用紙表面に剥離層が、パターン（Ｋ）で設けられ、
１枚目用紙のハーフカットｂ１、ｂ３で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面に、強接
着剤がパターン（Ｌ）で設けられ、
また１枚目用紙のハーフカットｂ２、ｂ４で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面に、
強接着剤がパターン（Ｍ）で設けられ、
２枚目用紙のパターン（Ｋ）で設けられた剥離層に隣接した領域（Ｎ）に強接着剤が設け
られ、
２枚目用紙の剥離層が設けられた領域（Ｅ）と領域（Ｋ）で囲まれた領域（Ｆ）と、２枚
目用紙の強接着剤が設けられた領域（Ｌ）と領域（Ｍ）と領域（Ｎ）で囲まれた領域（Ｇ
）には擬似接着剤が設けられ、
また上記の１枚目用紙の領域（Ｊ）の近傍に対向する２枚目用紙にハーフカット（ｃ６、
ｃ７、ｃ８）が施され、
前記剥離層が設けられた２枚目用紙のコの字形の領域（Ｅ）を１枚目から剥がし、かつ２
枚目用紙の強接着剤が設けられた領域（Ｌ）及び領域（Ｍ）に対応する１枚目用紙が、ハ
ーフカット（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）箇所で分離して、２枚目用紙側に残存し、
１枚目用紙の前記コの字形で囲まれた領域（Ｃ）の隣接部（Ｄ）で、ハーフカットされた
内側の領域（Ｈ）である明細書部分を、前記折り線（ｄ１）の位置で折り返し、
前記コの字形の粘着剤と２枚目用紙と荷物により囲まれて形成される袋の中に、
前記明細書が収納可能であり、
前記明細書が２枚目用紙の裏側に折られることで、明細書に隣接した領域（Ｊ）の粘着剤
が露出されて、明細書が前記の袋の中に収納されて、２枚目用紙の剥離層から剥がれて露
出した粘着剤の領域（Ｂ）及び領域（Ｊ）で、荷物に貼り付けられることを特徴とする明
細書一体型配送伝票に関するものである。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載するハーフカットａ１、ａ４、ａ２及び折り線（ｄ
１）で囲まれた領域（Ｓ）を擬似接着剤から剥がして、明細書部分を前記の袋から分離し
て引き出すことが可能であることを特徴とする明細書一体型配送伝票に関するものである
。また、請求項３の発明は、請求項１または２に記載する２枚用紙の領域（Ｆ）内に、コ
の字型で切取り線（ｄ２）を設けて、前記の袋から明細書部分を引き出しやすくしたこと
を特徴とする明細書一体型配送伝票に関するものである。
【０００９】
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　請求項４の発明は、請求項１～３のいずれか一つに記載する１枚目用紙のコの字形で囲
まれた領域（Ｃ）内で、ハーフカットａ１、ａ２、ａ３、ａ４で囲まれた部分に、ハーフ
カットａ６及び／又はハーフカットａ７が施されていて、前記領域（Ｃ）がハーフカット
（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４及びａ６とａ７の少なくとも１つ）で２分割あるいは４分割さ
れ、該分割された部分（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４）が、明細書一体型配送伝票の２枚目用
紙から剥離可能であることを特徴とする明細書一体型配送伝票に関するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の明細書一体型配送伝票は、上記の構成をとることにより、１枚目用紙のコの字
形で囲まれた領域（Ｃ）には、例えば配達票、貼付票として利用するための配達先の住所
、氏名等が記録され、また１枚目用紙の領域（Ｈ）の明細書には、同一用紙上に記録した
配達先の住所、氏名及び配達される対象物の品名、数量等が記録される。同一用紙上に、
配達票、貼付票、明細書等の各伝票が、それぞれの内容が一致した記録がされるので、マ
ッチングミスが無くなる。
【００１１】
　また、剥がされた１枚目用紙の領域（Ｈ）である明細書部分を、折り線（ｄ１）の位置
で折り返して、コの字形の粘着剤と２枚目用紙と荷物により囲まれて形成される袋の中に
、前記明細書を収納できる。そして、納品書などが荷物（配達物）の中に同梱不可能な場
合でも、明細書一体型配送伝票として、剥離層が設けられた２枚目用紙のコの字形の領域
（Ｅ）を１枚目から剥がし、かつ２枚目用紙の強接着剤が設けられた領域（Ｌ）及び領域
（Ｍ）に対応する１枚目用紙が、ハーフカット（ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）箇所で分離し
て、２枚目用紙側に残存し、露出した粘着剤の領域（Ｂ）により、荷物に明細書一体型配
送伝票を簡単に貼り付けることができる。
【００１２】
　また、明細書部分を折り線（ｄ１）で、２枚目用紙の裏側に折ることで、明細書に隣接
した領域（Ｊ）の粘着剤が露出されて、明細書が前記の袋の中に収納されて、コの字形の
領域（Ｂ）と領域（Ｊ）により、四方が接着された状態で本発明の明細書一体型配送伝票
が荷物に貼付される。この四方が接着された状態であり、袋に収納された明細書を他人に
見られることなく、明細書に記載された個人情報（配達される対象物の品名、数量等）を
隠蔽して、安全に配達先に届けることができる。また、その明細書は配送途中で抜け落ち
ることがなく、また明細書を取り出す際は、ハーフカットａ１、ａ４、ａ２及び折り線（
ｄ１）で囲まれた領域（Ｓ）を擬似接着剤から剥がして、明細書部分を前記の袋から分離
して引き出すことで、簡単に明細書を取り出すことができる。尚、２枚用紙の領域（Ｆ）
内に、コの字型で切取り線（ｄ２）を設けて、前記の袋から明細書部分が破れることなく
、きれいに引き出すことができ、また引き出しやすくなる。
【００１３】
　また、１枚目用紙のコの字形で囲まれた領域（Ｃ）内で、ハーフカットａ１、ａ２、ａ
３、ａ４で囲まれた部分に、ハーフカットａ６及び／又はハーフカットａ７を施すことで
、前記領域（Ｃ）がハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４及びａ６とａ７の少なくとも
１つ）で２分割あるいは４分割され、該分割された部分（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４）を明
細書一体型配送伝票の２枚目用紙から剥離して、配達票（配達記録票）として、配達人が
確実に荷物を届けた証拠の伝票を回収できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら、詳細に説明する。
　図１は、本発明の１実施例を示す明細書一体型配送伝票の説明図である。１枚目用紙の
裏面にコの字形のパターン（Ｂ）で、粘着剤３が塗工され、その粘着剤３の塗工部に対向
する２枚目用紙表面には剥離層２が、コの字形のパターン（Ｅ）で設けられ、１枚目用紙
のコの字型の領域（Ｂ）内側にハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４）が施され、また
１枚目用紙のコの字形の領域（Ｂ）及び該領域（Ｂ）で囲まれた領域（Ｃ）の隣接部（Ｄ
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）に、ハーフカット（ａ５、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）が施され、また上記ハーフカット
ａ４の横で、前記隣接部（Ｄ）に折り線（ｄ１）が施され、該折り線（ｄ１）は貼り合わ
せられた２枚目用紙の対応する位置にも施され、２枚目用紙のコの字型の領域（Ｅ）内側
の周縁にハーフカット（ｃ１、ｃ２、ｃ３、ｃ４、ｃ５）が施され、前記隣接部（Ｄ）に
おける折線（ｄ１）とハーフカットｂ１、ｂ２、ａ５で囲まれた領域に、１枚目用紙の裏
面側にパターン（Ｊ）で粘着剤３´が塗工され、該粘着剤３´の塗工部に対向する２枚目
用紙表面に剥離層２´が、パターン（Ｋ）で設けられ、１枚目用紙のハーフカットｂ１、
ｂ３で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面に、強接着剤５がパターン（Ｌ）で設けら
れ、また１枚目用紙のハーフカットｂ２、ｂ４で囲まれた領域に対向する２枚目用紙表面
に、強接着剤５がパターン（Ｍ）で設けられ、２枚目用紙のパターン（Ｋ）で設けられた
剥離層２´に隣接した領域（Ｎ）に強接着剤５´が設けられ、２枚目用紙の剥離層２、２
´が設けられた領域（Ｅ）と領域（Ｋ）で囲まれた領域（Ｆ）と、２枚目用紙の強接着剤
５、５´が設けられた領域（Ｌ）と領域（Ｍ）と領域（Ｎ）で囲まれた領域（Ｇ）には擬
似接着剤４、４´が設けられ、また上記の１枚目用紙の領域（Ｊ）の近傍に対向する２枚
目用紙にハーフカット（ｃ６、ｃ７、ｃ８）が施されている。
【００１５】
　このように、１枚目用紙の裏面に擬似接着剤４、４´と粘着剤３、３´及び強接着剤５
、５´を、規定された位置に塗り分けて、１枚目用紙と２枚目用紙とを該擬似接着剤、粘
着剤及び強接着剤で貼り合わせた明細書一体型配送伝票１である。１枚目用紙の裏面に擬
似接着剤４、４´と粘着剤３、３´及び強接着剤５、５´を塗り分けて説明したが、言い
換えれば、２枚目用紙の表面に擬似接着剤４、４´と粘着剤３、３´及び強接着剤５、５
´を塗り分けているとも言える。但し、粘着剤３、３´（粘着剤が塗工された層）に対向
する面には剥離層２、２´が設けられた構成となる。
【００１６】
　上記の１枚目用紙は、配送伝票をなす領域Ｉと、その領域Ｉに延出して設けられた明細
書６をなす領域Ｈを含んだ領域Ｄを備えた構成である。また、上記の１枚目用紙裏面で、
粘着剤３が塗工されたコの字形のパターンである領域（Ｂ）と、２枚目用紙表面で剥離層
２が塗工されたコの字形のパターンである領域（Ｅ）との大きさを比較すると、領域（Ｅ
）≧領域（Ｂ）の関係であり、粘着剤の塗工された部分が全て剥離層で覆われるように貼
り合わされた状態にさせるためで、粘着剤の塗工された箇所が２枚目用紙の表面に直に接
触しないようにしている。なぜならば、１枚目用紙と２枚目用紙とが、粘着剤で接着して
いる箇所で、粘着剤が剥離層と接触していれば、１枚目用紙と２枚目用紙との分離が円滑
に行なわれるからである。それに対し、粘着剤が２枚目用紙に直接接触していると、１枚
目用紙と２枚目用紙との接着性が大きく、両者を剥離することが困難になる。
【００１７】
　また、１枚目用紙裏面で、粘着剤３´が塗工された明細書６に隣接した領域（Ｊ）と、
その領域（Ｊ）と対向する、２枚目用紙表面で剥離層２´が塗工された領域（Ｋ）との大
きさを比較すると、領域（Ｋ）≧領域（Ｊ）の関係であり、粘着剤の塗工された部分が全
て剥離層で覆われるように貼り合わされた状態にさせるためで、粘着剤の塗工された箇所
が２枚目用紙の表面に直に接触しないようにしている。その理由は上記と同様である。
【００１８】
　１枚目用紙のコの字型の領域（Ｂ）内側にハーフカット（ａ１、ａ２、ａ３、ａ４）が
、詳しくは１枚目用紙の表面からハーフカットが施され、また１枚目用紙のコの字形の領
域（Ｂ）及び該領域（Ｂ）で囲まれた領域（Ｃ）の隣接部（Ｄ）に、ハーフカット（ａ５
、ｂ１、ｂ２、ｂ３、ｂ４）が、１枚目用紙の表面から施されている。また上記ハーフカ
ットａ４の横で、前記隣接部（Ｄ）に折り線（ｄ１）がミシン目加工や、筋押し処理が、
１枚目用紙の表面から施され、ハーフカットのｂ１、ａ５、ｂ２で囲まれた領域（Ｈ）の
明細書６を、その折り線（ｄ１）の位置で折り易くしている。上記のハーフカット（ａ１
、ａ２、ａ３、ａ４）の形成位置は、１枚目用紙のコの字型の領域（Ｂ）で囲まれた領域
（Ｃ）内であればよく、裏面に粘着剤がなければ、適宜位置を変更可能である。
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【００１９】
　２枚目用紙では、コの字型の領域（Ｅ）内側の周縁にハーフカット（ｃ１、ｃ２、ｃ３
、ｃ４、ｃ５、ｃ６、ｃ７、ｃ８）が、２枚目用紙の裏面から施されている。また、ハー
フカット（ｃ１、ｃ２、ｃ３）の形成位置は、２枚目用紙表面で剥離層２が塗工されたコ
の字形のパターンである領域（Ｅ）と擬似接着剤４が塗工された領域（Ｆ）の境界線上で
ある。また２枚目用紙のハーフカットｃ４は、貼り合わせられた明細書一体型配送伝票の
対向する１枚目用紙のハーフカットｂ３の延長上に対応した位置である。同様に２枚目用
紙のハーフカットｃ５は、貼り合わせられた明細書一体型配送伝票の対向する１枚目用紙
のハーフカットｂ４の延長上に対応した位置である。また、２枚目用紙のハーフカットｃ
６は、貼り合わせられた明細書一体型配送伝票の対向する１枚目用紙のハーフカットｂ１
の一部に対応した位置である。さらに、２枚目用紙のハーフカットｃ７は、貼り合わせら
れた明細書一体型配送伝票の対向する１枚目用紙のハーフカットｂ２の一部に対応した位
置である。
【００２０】
　上記のようなハーフカットｃ１～ｃ８を２枚目用紙に施すことにより、２枚目用紙のコ
の字形の領域（Ｅ）の剥離層を１枚目用紙の粘着剤から剥がす際に、円滑に剥離すること
ができ、また１枚目用紙の明細書が、２枚目用紙から剥がれ際に、円滑にできる。また、
上記の折り線（ｄ１）の形成位置は、１枚目用紙と２枚目用紙を貼り合わせた明細書一体
型配送伝票の形態で、２枚目用紙のハーフカットｃ４、ｃ５の形成位置の間の線上よりも
、図１、２において、右側に１ｍｍ程度ずらしておくことが好ましい。それは、１枚目用
紙の領域（Ｈ）である明細書部分を、折り線（ｄ１）の位置で折り返す際に、２枚目用紙
の剥離層２が設けられたコの字形の領域（Ｅ）で囲まれた領域（Ｆ）の右端のハーフカッ
トｃ４、ｃ５で切断された部分を包むように、何ら抵抗無く作業できるからである。言い
換えると、折り線（ｄ１）の形成位置が、２枚目用紙のハーフカットｃ４、ｃ５の形成位
置と一致していると、あるいは左側にずれていると、明細書部分を、折り線（ｄ１）の位
置で折り返す際に、２枚目用紙の領域（Ｆ）の右端のハーフカットｃ４、ｃ５で切断され
た部分が邪魔になり、折ることが困難になり、無理に折ると明細書や、２枚目用紙のハー
フカットｃ４、ｃ５で切断された部分にシワや変形が生じてしまう。
【００２１】
　図１における１枚目用紙と２枚目用紙とが貼り合わされた明細書一体型配送伝票１で、
Ａ－Ａに示す位置における断面図は、図２に示すようなものとなる。図２で示されている
ように、１枚目用紙と２枚目用紙とが同一サイズで貼り合わされて、両用紙の端は一致し
ており、ずれていない形態である。図２に示されているように、図示した明細書一体型配
送伝票１は、位置の違いがあるが、剥離層２、２´と粘着剤３、３´との２層により、ま
た擬似接着剤４、４´、強接着剤５、５´の１層により、１枚目用紙と２枚目用紙とが貼
り合わせられた構成である。本発明では、２枚目用紙表面には、コの字形のパターンであ
る領域（Ｅ）と、さらに領域（Ｋ）に剥離層２、２´が設けられ、その剥離層２、２´に
囲まれる領域（Ｆ）と、1枚目用紙の明細書部分に対向する領域（Ｇ）には擬似接着剤４
、４´が塗工されている。その剥離層２、２´から１枚目用紙の粘着剤３、３´と剥離で
きる構成であり、その構成はタック構造を有するものである。
【００２２】
　図３は、図１で示された本発明の１実施例を示す明細書一体型配送伝票の使用されるプ
ロセスに合わせた動態を示す概略図であり、図３の１）では、剥離層２が設けられた２枚
目用紙のコの字形の領域（Ｅ）と、２枚目用紙のコの字形の領域（Ｅ）で囲まれた領域（
Ｆ）の隣接部（Ｇ）と、さらに、強接着剤５が設けられた領域（Ｌ）及び領域（Ｍ）に対
応する部分が、１枚目用紙から剥がされたことを示している。但し、領域（Ｌ）及び領域
（Ｍ）に対応する部分は、１枚目用紙が２枚目用紙と接着している。また図３の２）は、
上記１）で示した図３の１）のＰ－Ｐで示した位置の断面図を示す。尚、図３の１）では
、左側に示す貼付票、配達票等が配列した４分割された１枚目用紙のコの字形で囲まれた
領域（Ｃ）の真下に、２枚目用紙の擬似接着剤４が塗工された領域（Ｆ）は、残存してい
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る。そして、図３の１）の右側に示す２枚目用紙のコの字形の領域（Ｅ）で囲まれた領域
（Ｆ）と、２枚目用紙の剥離層２´が塗工された領域（Ｋ）と、その剥離層２´に隣接し
た強接着剤５´が設けられた領域（Ｎ）の部分は、空洞の状態となっている。すなわち、
剥がされた２枚目用紙側は、領域（Ｅ）と領域（Ｇ）の部分は、２枚目用紙のみであるが
、強接着剤５が設けられた領域（Ｌ）及び領域（Ｍ）に対応する部分は、１枚目用紙が２
枚目用紙と接着された状態で剥がれている。
【００２３】
　図４は、図３の状態から、１枚目用紙のコの字形で囲まれた領域（Ｃ）の隣接部で、ハ
ーフカットされた内側の領域（Ｈ）である明細書部分６を、折り線（ｄ１）の位置で折り
返して、２枚目用紙の裏面側に明細書６が位置するようにする。すると、１枚目用紙に施
されているハーフカットａ５がめくれて、下に隠れていた粘着剤３´が露出する。また、
１枚目用紙の明細書６が折り線（ｄ１）の位置で折られるが、強接着剤５´により２枚目
用紙とは接着した状態である。
【００２４】
　図５は、図３から図４の状態へ移り、さらに次に移行された状態を示す概略図であり、
まず（１）に示されるように、明細書６がコの字形の領域（Ｂ）に設けられた粘着剤３と
２枚目用紙と荷物１０により囲まれて形成される袋の中に、収納される。次に（２）に示
すように、コの字形の領域（Ｂ）で設けられた粘着剤３により、明細書一体型配送伝票１
を荷物に貼り付ける。但し、明細書６が２枚目用紙の裏側に折られることで、明細書６に
隣接した領域（Ｊ）の粘着剤３´が露出されて、明細書６が前記の袋の中に収納されて、
２枚目用紙の剥離層２、２´から剥がれて露出した粘着剤３、３´の領域（Ｂ）及び領域
（Ｊ）で、荷物に貼り付けられる。
【００２５】
　そして、次に図５の（３）に示すように、ハーフカットａ１、ａ４、ａ２及び折り線（
ｄ１）で囲まれた領域（Ｓ）を擬似接着剤から剥がして、明細書６を前記の袋１１から取
り出す。その取り出しにおいて、２枚目用紙のコの字形の領域（Ｅ）で囲まれた領域（Ｆ
）内に、予めコの字型で切取り線（ｄ２）を設けているので、その切取り線（ｄ２）から
分離して、２枚目用紙が強接着剤５´で接着した状態で、明細書６が、その袋１１から引
き出される。２枚目用紙に切取り線（ｄ２）が設けてあるので、その切取り線（ｄ２）で
切れて、所定の大きさの２枚目用紙が付着した明細書が、前記袋１１から引き出せる。こ
のように、明細書６が上記の袋１１に収納され、明細書６に記録された個人情報が隠蔽さ
れ、安全に保護される。この状態で、明細書一体型配送伝票１が荷物に貼付された状態で
、取り扱われ、指定された届け先に荷物が配達される。その際に、配達人は、配達した証
拠として、配達票を剥がして、荷物の受領者に判を押してもらい、配達記録として持ち帰
る。また届けられた荷物に貼付された明細書一体型配送伝票は、貼付票９がその配送伝票
に固定されている。そして、荷物を受け取った人は、領域（Ｊ）の粘着剤３´を荷物１０
から剥がして、明細書部分６を前記の袋から分離して引き出して、記録された配達先の住
所、氏名及び配達された対象物の品名、数量等を確認できる。
【００２６】
　図５の明細書一体型配送伝票の明細書が、袋に収納されて荷物に、粘着剤により貼り付
けられた状態から、明細書が引き出されるまでの使用される方法を、図６に概略図を示し
て説明する。まず、図６（１）に示すように、コの字形の領域（Ｂ）に設けられた粘着剤
３と、明細書６に隣接した領域（Ｊ）に設けられた粘着剤３´による四辺が露出された状
態で、明細書一体型配送伝票が荷物に貼付される。次に、図６（２）に示すように、１枚
目用紙の貼付票、配達票等を明細書一体型配送伝票から剥がす。尚、貼付票を剥がさない
ような場合は、切取り線（ｄ２）の位置は、矢印に示すように右側に移動させればよい。
次に、図６（３）に示すように、１枚目用紙のハーフカットａ４の箇所から、１枚目用紙
を２枚目用紙と擬似接着剤から剥がして、四辺封緘されていた状態から、三辺封緘された
状態になる。そして、図６（４）に示すように、領域（Ｊ）の粘着剤３´を荷物１０から
剥がして、切取り線（ｄ２）から切り取られた２枚目用紙が強接着剤５´で接着した状態
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で、明細書６が引き出される。
【００２７】
　本発明の明細書一体型配送伝票における１枚目用紙としては、貼付票、配達票、明細書
等として利用可能であれば、その種類は限定されないが、１枚目用紙の表面には、感熱発
色記録、熱転写記録や、インクジェット記録などのノンインパクト記録、あるいはドット
インパクト記録等で、印字記録するものであり、それらの記録方式に適した用紙が用いら
れる。例えば、感熱発色用紙（サーマル用紙）、熱転写記録用紙、インクジェット記録用
紙などである。また、上記の粘着剤と剥離層により、また擬似接着剤、強接着剤を介して
１枚目用紙で貼り合わせた形態の明細書一体型配送伝票における２枚目用紙は、上質紙等
、ハーフカット加工適性をもち、擬似接着剤、強接着剤の塗工適性を有していれば、限定
するものではない。
【００２８】
　１枚目用紙の裏面に設けられる粘着剤３、３´は、荷物に一旦接着させた後に、剥離す
ることが困難なものが好ましいが、明細書一体型配送伝票が貼付される荷物が、商品性が
高い箱などの場合、該明細書一体型配送伝票を綺麗に剥がしたい場合には、再剥離性を有
する粘着剤を用いることも可能である。但し、この場合は、荷物を配送中に明細書一体型
配送伝票が剥がれ落ちないような接着性をもつ接着剤を用いたり、接着面積を大きくする
などの配慮が必要である。但し、それらの粘着剤３、３´と対向して設ける剥離層２、２
´はいずれも、粘着剤から剥離可能なシリコーン系離型剤等の既知のものから構成される
。擬似接着剤４、４´は、一旦接着した後に、剥離可能なものであり、その剥離した後に
、再接着できるものであってもよい。
【００２９】
　上記に説明した明細書一体型配送伝票は、剥離層２、２´と粘着剤３、３´との２層に
より、また擬似接着剤４、４´、強接着剤５、５´の１層により、１枚目用紙と２枚目用
紙とが貼り合わせられた構成である。明細書一体型配送伝票の製造に関しては、所定のパ
ターンで剥離層、粘着剤、擬似接着剤、強接着剤を連続的に塗工し、所定の積層構成にな
るように、ラミネートし、所定の箇所にハーフカットの処理を連続処理して、所定のサイ
ズに、シート状に裁断（シートカット）して、明細書一体型配送伝票を作製することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の１実施例を示す明細書一体型配送伝票の説明図である。
【図２】図１に示す明細書一体型配送伝票のＡ－Ａに示す位置における断面図である。
【図３】図１で示された本発明の１実施例を示す明細書一体型配送伝票の使用されるプロ
セスに合わせた動態を示す概略図である。
【図４】図３に示された状態から、次に移行された状態を示す概略図である。
【図５】図３から図４の状態へ移り、さらに次に移行された状態を示す概略図である。
【図６】図５の明細書一体型配送伝票の明細書が、袋に収納されて荷物に、粘着剤により
貼り付けられた状態から、明細書が引き出されるまでの使用される方法を、説明する概略
図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　明細書一体型配送伝票
　２、２´　　剥離層
　３、３´　　粘着剤
　４、４´　　擬似接着剤
　５、５´　　強接着剤
　６　　明細書
　８　　配達票
　９　　貼付票
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１０　　荷物
１１　　袋
                                                                        

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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